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島根県立松江商業高等学校
※評価（肯定的意見）　Ａ：80%以上　　Ｂ：65%以上　　Ｃ：50%以上　　D：50%未満　　※学校関係者評価　Ａ：達成できている　Ｂ：概ね達成できている　Ｃ：できていない

R6 学校関係者評価

評価 平均 ％ 評価 コメント

・先生や保護者に自分の悩みや困りごとを伝えること
ができると答えた生徒

生徒アンケート 15 B 3.1 79% B

・学校の教育相談体制を評価している保護者 保護者アンケート 12 A 2.9 79% B

・人権意識を持って行動していると答えた生徒 生徒アンケート 3 A 3.4 91% A

・生徒の人権意識が高まっていると感じている保護者 保護者アンケート 3 A 3.2 94% A

・当事者意識を持って行動していると答えた生徒 生徒アンケート 2 A 3.2 84% A

・生徒の当事者意識が高まっていると考える保護者 保護者アンケート 2 B 3.0 77% B

・授業（学習）に主体的に取組んでいると答えた生徒 生徒アンケート 4 A 3.2 87% A

・ＩＣＴ機器（タブレット等）を普段から学習に活用して
いると答えた生徒

生徒アンケート 6 A 3.3 88% A

・生徒の学習意欲が高まっていると考える保護者 保護者アンケート 4 B 2.9 74% B

・学校の生活指導を評価している保護者 保護者アンケート 8 A 3.1 85% A

・全校生徒の出席率 統計資料 A 98% A

・全校生徒の非遅刻率 統計資料 A 99% A

・学校から提供される進路情報を、自分の進路実現
のためにしっかり活用していると答えた生徒

生徒アンケート 13 B 3.2 79% B

・学校から提供される進路情報を、積極的に活用して
いる保護者

保護者アンケート 9 B 2.7 65% B

・生徒の進路実現のために、積極的に助言している
保護者

保護者アンケート 10 A 3.0 78% B

・学校の進路指導を評価している保護者 保護者アンケート 11 A 3.1 86% A

・在学中の就職内定率 統計資料 A 100% A

・在学中の進学合格率 統計資料 A 100% A

・図書館を活用（学習・探究・読書等）していると答え
た生徒

生徒アンケート 10 D 2.4 45% D

・「毎月の図書館便りや掲示物」を、自分の視野を広
げるために活用していると答えた生徒

生徒アンケート 17 D 2.4 43% D

　生徒ポータルを通じた蔵書検索システム（松商図書館サイト）
の運用や、進路・AI関連の情報発信など、従来の「読書セン
ター」の枠を超えた多角的な取り組みが、評価値の上昇という
具体的な成果に結びついている 。

　情報活用能力の育成において図書館の役割は極めて重要
であり、今後は「学習・情報センター」としての機能をさらに活
性化させることが期待される 。

　一部アンケートで課題が見られた項目については、生徒へ
の周知方法や情報発信の在り方を改めて検討し、より多くの生
徒が日常的に活用できる環境を整えられたい 。

　図書館は自律的に学ぶ姿勢を育み、学習に対する主体的な
意識を高める上で極めて重要な教育資源である。一人で物事
に向き合う経験は、学習態度の形成に直結するものである。生
徒が知的好奇心を深められる環境づくりに、より一層強力に取
り組むことを期待する。

進路

・進路指導計画に沿った系統的な進路
指導を実践する。

・「進路の手引」を年度初めに配布し、Ｌ
ＨＲや進路説明会等で活用する。

・全教職員の協力体制のもと、補習、小
論文、面接等の指導を行う。

　３年生の面接・小論文指導は、全教職員が協力して行
うことができた。また、就職・進学対策や学力育成のため
に、年間を通して進路補習を実施した。学年部と協力し
て、１年生は自己理解・キャリア研究のための活動を行
い、２年生は分野研究や志望を具体化する活動を行っ
ている。大学進学や看護職等を志望する生徒に対して
それぞれ説明会・座談会を開き、公務員志望者対象に
年間を通して対策講座を実施した。３月には４４社に参
加していただき１,２年企業説明会を開催予定。「進路の
手引」は、保護者に進路説明会や面談で配布し、生徒も
特別活動や説明会等で活用した。また、「進路だより」を
生徒・保護者に配信した。
　進学者は、多様な入試制度を利用し、検定や資格、課
題研究の取り組みも生かして合格をいただいた。進学に
おいて総合型選抜の受験者が増えていること、就職で
は求人依頼企業が増えていることなどから、ミスマッチを
なくすための情報収集、早期からの進路指導と受験対
策が課題である。

　進路行事等、活動の実施内容については、進路希望
状況等も参考に、学年部と協力して検討し充実を図る。
ホームルームを利用して継続的な指導を計画する。実
力テスト（教科、小論文、ＳＰＩ等）を進路・学習指導にさら
に生かせるように、前後の指導や情報活用等について
研究し、学年部と共有する。
　「進路の手引」などの進路資料は、保護者にはＰＴＡ行
事や面談で確実に配付し、情報の活用につながるように
図っていく。生徒が情報を進路実現に役立てられるよう
に、1年次から活用機会を計画的に設ける。
　教員は情報交換会、学校説明会等で企業・上級学校
の理解を深めながら、校内での情報共有を図る。就職希
望者が企業見学、ジョブフェア等の機会をさらに活用で
きるように指導の機会を計画する。進学希望者には学校
見学会等への参加を促し、医療・福祉系については早
い時期からの体験学習への参加を促す。特に３年の進
路対策を早めて多様な進路の実現に対応する。

B

　近年の進路傾向として、四年制大学への進学希望者が増加
する一方、就職希望者は減少傾向にある。こうした進学志向の
推移に加え、雇用および入試情勢は厳しさを増している。
　就職に関しては、近年の賃金水準の上昇に伴い、企業側が
より資質の高い人材を求める「厳選採用」の傾向を強めてい
る。人手不足感はあるものの、採用基準の厳格化により一次選
考で内定に至らないケースも見受けられる。企業側からの具体
的なフィードバックが得られにくい現状を鑑みれば、学校側に
はより戦略的かつ多角的な対策の構築が求められる。
　生徒一人ひとりの進路希望を尊重しながら、企業が求める能
力とのマッチング精度を高めることは極めて重要である。今後
も産業界との情報交換を密にし、変化する採用動向を的確に
捉えた、これまで以上にきめ細かな進路指導の展開を期待す
る。あわせて、進学を選択した生徒に対しても、将来的に地域
へ戻り貢献できる資質を養う「ふるさと教育」を推進し、中長期
的な視点での地域人材育成とマッチングに注力されたい。

図書

・生徒への利用指導及び図書館からの
情報発信を充実する。

・オリエンテーション、イベント等を通じて
読書習慣の定着を図る。

　図書館を活用（学習・探究・読書等）していると答えた
生徒 昨年２．０（２２％）、「毎月の図書館便りや掲示物」
を、自分の視野を広げるために活用していると答えた生
徒 昨年２．３（３０％）
　図書館に来館する生徒が一部に限られている状況が
あるため数値が上がりにくい項目だが、昨年度に比較し
て大幅に上昇している。蔵書検索システムなど松商図書
館サイトによって、図書館に来館しなくても端末からの活
用を充実させる方向での新たな図書館の活用方法を模
索した結果だと考える。

　今後も引き続き、読書センターとしてだけでなく、学習・
情報センターとしての機能を一層高めていきたい。紙媒
体の情報提供とともに、図書館サイトで収集・公開してい
る、課題研究・未来創造探究・進路指導に活用できるリ
ンク集の一層の充実を図るとともに利用者への周知を繰
り返し実施していきたい。周知の機会として、図書館の
利用指導が１年の新入生オリエンテーション時だけなの
で、２，３年のHRでの活用も検討していきたい。

C

　各種アンケートの結果から、生徒の学校生活における高い充
実感と満足度がうかがえる 。

　今後はDXハイスクールとしてのICT活用をさらに推進し、生
徒が学びの本質を実感できる主体的・対話的で深い学びの場
を一層広げていくことを期待したい 。

　保護者に対する情報発信の在り方を不断に見直していくこと
で、学校の取り組みへの理解と信頼がさらに深まり、教育効果
にも好ましい変化が表れるものと考える 。

生徒

・安心して過ごせる生活環境を整える。

・校内外でのマナー（通学マナー等）を
向上させる。

・全教員による登校時挨拶運動と適切な
声掛けを行う（始業５分前登校）

　全職員の協力のもと、毎朝の登校指導において、小ま
めに生徒に対して挨拶や声がけや指導ができた。また、
商業部と連携し、ビジネスマナーの時間を活用したり、
身だしなみ指導の中で社会に通用する力を身に着け
「主体変容できる生徒」を目指した指導を行った。
・多くの生徒が当事者意識を持ち、安全・安心な学校生
活を実践したが、校内外でのマナーやモラルを遵守でき
ない生徒も点在し、人間性、人間力を高めるための指導
について課題があったと受け止める。

・今一度、集会等で校則を含めたルールやマナーにつ
いて一斉指導を実施し、学年部と連携した一貫性のある
指導を実践したい。
・学校生活のあらゆる場面において、人間性、人間力を
高めるための心でづくり教育を工夫したい。
・生徒の欠席や遅刻等の原因を早期に把握することで
生徒支援、生徒指導につなげ、場合によっては学年部
や保健部とも連携し、生徒の変容につなげていきた
い。。

A
　アンケート結果から生徒の充実感や満足度の高さがうかがえ
る一方 、校内外におけるマナーの遵守や人間力を高めるため
の心づくり教育をさらに推進することを期待する 。

　高い評価を得ている教育相談体制を維持しつつ、残り２割の
生徒への支援をより一層充実させる 。

　スクールカウンセラー（SC）やスクールソーシャルワーカー
（SSW）の活動状況を積極的に周知し、家庭との連携を強化す
る 。

図書
人権

・人権・同和教育についてのＬＨＲを実
施し生徒の自尊感情や人権感覚を育て
る。

　人権意識を持って行動していると答えた生徒 昨年３．
３（９０％）,当事者意識を持って行動していると答えた生
徒 昨年３．１（８３％）,生徒の人権意識が高まっていると
感じている保護者 昨年３．１（９１％）,生徒の当事者意識
が高まっていると考える保護者 昨年２．９（７６％）
昨年度と比較して各項目の評価値が僅かだが上昇して
おり、生徒の人権意識の向上とともに保護者の理解もう
かがわれる結果であった。

　今後も継続的に人権意識や人権感覚を高める働きか
けを実施していくため、ＨＲでの使用教材の改善や充実
を図り、より一層生徒の心に訴えかけて気づきをもたらす
授業を展開できるようにしていきたい。

B

　生徒の人権意識および当事者意識が着実に向上しているこ
とを評価するとともに、これらの意識が日常の中でより確かなも
のとして定着するよう、引き続き授業内容の工夫や充実を期待
する。

　生徒には、特定の考えに偏ることのない、公正でバランスの
取れた人権意識や人権感覚を備えることが強く求められる。物
事を多様な視点から多角的に状況を判断できる能力を養うこと
で、真に他者を尊重できる資質を育む教育の推進を期待した
い。
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保健

・生徒の健康状態を的確に把握し、それ
を基に生徒自らが健康管理の意識を高
めることができるよう指導する。

・関係機関等との情報交換を密にして連
携した支援を行う。

・生徒の心身の健康管理については、日常的な把握と
指導をクラス担任や部活動顧問と連携して行った。
・SC活用を定期的に行った。

　SC、SSW、ケースに応じて各相談機関との連携をより
推進し、周知を図る。 B

教務

・「主体的・対話的で深い学び」の実現、
ＩＣＴ機器を活用した授業の研究に努め
る。

・生徒による授業評価を行い、教員・生
徒双方から授業を改善する環境をつく
る。

　本年度はＤＸハイスクール指定２年目で、特にICT機器
を活用するために教員の研修を実施したり、生徒による
授業評価を取り入れたりしながら、より良い学習環境の
構築に努めてきた。しかしながら、今回の評価を受け、
保護者の方から見て生徒の学習意欲向上という面で十
分な成果が得られていない部分があることを真摯に受け
止めたい。

　学習意欲の向上には、授業の工夫に加え、生徒自身
が『なぜ学ぶのか』という意義を実感できる機会を増や
すことが不可欠であると考えている。今後は、各教科の
学びや探究活動がいかに実社会と結びついているか、
将来の選択にどう活きるかという視点を強化し、生徒が
自らの将来を見据えて主体的に学べる環境を整えてい
く。

A

　　　　　　　令和７年度　学校評価表

教育目標
重点
目標

担当
分掌

目標達成のための方策 評価指標 資料
R7

成果と課題
（自己評価）

改善策
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評価

　　　　　　　令和７年度　学校評価表

教育目標
重点
目標

担当
分掌

目標達成のための方策 評価指標 資料
R7

成果と課題
（自己評価）

改善策

・学級活動（ホームルーム活動やクラス役員、係）、ま
たは生徒会の活動に主体的に取組んでいると答えた
生徒

生徒アンケート 8 B 3.1 79% B

・担任（部活動顧問等を含む）との面談などの機会を
通じて、自分の考えや思いを伝えていると答えた生
徒

生徒アンケート 14 A 3.2 85% A

・家族に自分の考えや思いを普段から伝えていると
答えた生徒

生徒アンケート 16 A 3.2 80% A

・今年度、ボランティア活動に参加したと答えた生徒 生徒アンケート 19 D 2.8 61% C

・部活動加入状況 統計資料 A 88% A

保健
・毎日の清掃活動や生徒保健委員会に
よる取り組みを通して、美化活動を推進
させる。

・清掃活動にしっかり取組んでいると答えた生徒 生徒アンケート 9 A 3.4 90% A

・生徒保健委員会による清掃の呼びかけや掃除用具の
交換を行った。
・生徒の評価は高いが、掃除の行き届いていない箇所
が見受けられる。

保健委員会を中心に清掃状況のチェックを行う。また清
掃方法や役割分担を明確にして、生徒自ら清掃に取り
組むことができるように監督者が呼びかける。

A

・資格取得に積極的に学習し、主体的に取り組んで
いると答えた生徒

生徒アンケート 5 A 3.2 85% A

・生徒が資格取得に意欲的に取り組んでいると思う保
護者

保護者アンケート 5 A 3.2 83% A

・学校の資格取得に対する支援体制を評価している
保護者

保護者アンケート 6 A 3.3 87% A

３年生の全商検定１級３種目以上の取得率 統計資料 D 25% D

・ビジネスマナーを実践していると答えた生徒 生徒アンケート 7 A 3.3 88% A

・「松商だんだんフェスタ」に主体的に取り組んでいる
と答えた生徒

生徒アンケート 11 A 3.4 88% A

・「松商だんだんフェスタ」を評価している保護者 保護者アンケート 14 A 3.7 98% A

・「地域、企業、大学等と連携した事業」に主体的に
取組んでいると答えた生徒

生徒アンケート 18 D 2.7 60% C

・本校が行っている体験的・実践的な取組み（大学・
企業・地域と連携した活動）を評価している保護者

保護者アンケート 13 A 3.4 95% A

A

　「松商だんだんフェスタ」は、生徒の主体性と意欲を喚起する
極めて有意義な活動となっている 。メディアを効果的に活用し
た広報活動は、本校の魅力を広く社会に発信する一助となっ
ており、教職員の多大な尽力に裏打ちされた本校の象徴的な
教育活動として高く評価する 。本年度は例年以上の賑わいを
見せ、特に「松商レストラン」の盛況ぶりからは地域との絆の深
さがうかがえた 。運営を支えていただいた保護者の皆様の協
力に深く感謝したい 。
　「松商だんだんフェスタ」は、生徒自身が楽しみながら多様な
経験を積み、地域とのつながりを深める場として定着している
ことを高く評価する。年々来場者が増加し、活気溢れる行事と
して成長している点は喜ばしいが、一方で混雑に伴う安全確
保への懸念も生じている。今後は、生徒・来場者の双方にとっ
て安全で安心な環境を維持できるよう、安全対策についても、
より具体的な検討を期待したい。
　全商検定への対応については、近隣他校の動向も注視しつ
つ、改めて戦略的な検討が必要である 。資格取得率の向上と
進学実績の伸長をいかに両立させるか、本校の持続的な発展
に向けた中長期的な視点での議論を期待する 。
　社会情勢の変化に伴い資格の捉え方も多様化しているが、
資格取得は依然として商業高校のアイデンティティ（生命線）
であることに変わりはない 。生徒がその価値を再認識し、意欲
的に挑戦できるような、商業高校ならではの魅力ある指導の工
夫を求めたい 。
　簿記は経済・経営活動を理解する上で必要である。全商検
定はもとより、より高度な日商簿記検定の取得を推奨したい。
　「一事が万事」の精神に基づき、日常の振る舞いすべてがビ
ジネスの基盤となる。高いマナー意識と実務スキルを身に付け
られる取り組みを一層強化されたい。
　「全商１級３種目以上の取得率」という現行の評価指標につ
いても、社会の実勢や生徒の多様な進路希望に照らし、その
妥当性や新たな基準の設定について再考する時期に来てい
るのではないか 。

魅力

・「未来創造探究」を通じて生徒の主体
変容が進化する教育内容を研究・実践
する。

・三者連携事業・高大連携推進員などを
活用し、生徒に外部の活動の情報を提
供し、さまざまな地域・探究的活動への
積極的参加を促す。

　生徒アンケートの結果は昨年度45％から60％へ上昇
はしている。我々が担当している学校設定教科「2年生
未来創造探究」の活動が作用していると考える。他学年
については働きがけが不足だったかもしれない。
　保護者アンケートの結果は高い評価をいただいてい
る。生徒結果の乖離の原因は不明だが、高評価をいた
だいているのは本校の活動が理解されていると判断でき
る。

　生徒に対してはカリキュラム再考をすべきと考える。具
体的には「課題研究（3年生）」で学習が昇華するような
プログラムの構成を「学校全体」で作ること。特に生徒の
「キャリアプラン」策定を目的にした活動にすることが必
要と考える。分掌としては様々な手段を講じて外部の情
報を生徒に発信していくことと、人員が許す限りであるが
直接サポートを行いたい。
　保護者に対しては現状で高い評価をいただいている
ので特に改善は必要ないと考える。情報発信を怠らず
行っていきたい。

B

　生徒の主体性を最大限に引き出すためには、本人の自覚を
促す指導に加え、学習意欲が自然と高まるような動機付けの
工夫をより一層期待したい 。
　地域・企業・大学等との外部連携をさらに強化し、実社会と結
びついた探究活動を深化させることで、生徒の「主体変容」と
成長を促す質の高い教育実践を継続することを望む 。
　生徒の主体性は教育活動の根幹であるが、その意欲を喚起
する魅力的な教育環境や機会を学校としてどの程度提供でき
ているか、常に自省的に検証しながら充実を図ることが求めら
れる 。
　生徒アンケートにおいて肯定的な回答が15％増加したこと
は、教育活動の成果が着実に表れている証であり、高く評価し
たい。今後もこの上昇傾向を維持・発展させるため、一部の活
動に留まらず、全学年の生徒が地域、企業、大学等と連携し
た事業に当事者意識を持って取り組めるよう、学年全体を挙げ
た組織的・系統的な教育活動の展開を期待する。

【資格取得】
・検定の合格率は低迷している。熱心に取り組む生徒の
いる一方で、諦めてしまう生徒も見受けられた。生徒が
希望を抱きながら試験日を迎えられるよう、早期に生徒
の理解度を把握し、効果的な授業・補習への改善が急
務である。特に教員自身の資質能力の向上と生徒の指
導力向上を図る必要がある。
・日々の授業を見直し、効果的な指導方法を研究する。
また、検定ロードマップを見直し、合格率が高まるスケ
ジュールに変更し、多くの生徒がより多数の資格を取得
できるよう改善する。
【ビジネスマナー・松商だんだんフェスタ】
・ビジネスマナーは、生徒主体で運営できたが、挨拶練
習での声の大きさや、縦横揃った整列、揃ったお辞儀に
は課題が残った。来年度はもっと有意義で活発なビジネ
スマナーへと改良する。
・松商コレやレストランの復活がフェスタをより一層華や
かにし、集客力を高めた。来年度は、人員のアンバラン
スを見直すとともに、商品の仕入計画から販売促進ま
で、より一層生徒自身が試行錯誤して取り組めるよう工
夫し、生徒のより一層の成長を促したい。

A
　自らの考えを論理的に発信する力と、他者の意図を正しく受
け止める受信力を共に高め、より高い意識をもって相互理解を
図る姿勢を養うことが求められる。

生徒
・地域貢献活動（ボランティア活動・地域
交流）への積極的な参加を促す。

・ボランティアについて、生徒アンケートの結果から昨年
度より意識の向上が見られた。ボランティアへ参加するこ
との意義を進路指導も含めて伝えたことや、様々な活動
をボランティアと紐づけしたことで向上したと考える。
・部活動加入状況は引き続き高い数字を得ている。入学
前からの働きかけや、学校全体で部活動を応援する良
い雰囲気を継続させたい。

・ボランティアについての案内や呼びかけを、発信し続
けることと、ボランティア参加のメリットについて、進路も
含め意義を理解させ、積極的な参加を促したい。
・部活動の加入率とともに、継続して3年間過ごせるよう、
部顧問との連携も含め改善していきたい。

B

　近隣公民館の学習会に生徒がボランティアとして参加するな
ど、具体的な地域貢献が評価できる 。商業教育の根幹は「対
人スキル」にあり、その資質を養う上でボランティア活動の経験
は極めて重要である 。生徒がより主体的に参加できるよう、活
動の周知や動機付けに向けた継続的な工夫を期待したい 。
　今回のアンケートにおいて設問に補足説明を加えたことは、
生徒が活動を正確に捉えて回答することに繋がり、実態をより
反映しやすくなったものと評価する 。

【１年生】
・生徒が当事者意識をもって主体的に行動できるよう、
学級・学年全体で環境整備を進めていく。
・学校生活に関する面談を計画的に実施し、日常的なコ
ミュニケーションを通して生徒理解を一層深めるととも
に、得られた情報を学年部内で共有し、組織的な生徒
支援につなげていく。
【２年生】
・集団のなかでの自身の役割を認識し、他人事ではなく
自発的な活動ができるよう取り組む環境作りを進める。
・進路実現に向けた相談も含め、複数回の面談を実施し
コミュニケーションを常日頃からとることで、生徒の状況を
さらに細かく把握し、学年部で共有できるよう努める。
【３年生】
　生徒や保護者とのコミュニケーションを通して、学校生
活の日常の場面においても細やかな指導や働きかけを
おこなっていく。特に公共の場である学校において、一
人一人が役割を担っており、その役割を果たすことの大
切さを理解させていく。
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学年

・生徒面談や保護者面談を充実させ、
具体的な見通しが持てるように支援す
る。

・生徒理解に努め、生徒がお互いを認
め尊重することができる集団になるよう指
導する。

【１年生】
・多くの生徒は主体的に活動に参加していたが、学級活動や
各種活動においては係や役割ごとに業務量の偏りが見られ、
主体的な取組に前向きではない生徒も一部存在した。
・毎学期数回、個別面談を行い、学校生活について助言する
ことができた。あわせて保護者面談も実施し、家庭と連携した
生徒支援を進めることができた。
【２年生】
・多数の生徒が主体的に取り組めている一方で、学級活動や
諸活動について各係・役割の仕事内容に差があり、主体的な
活動に肯定的でない意見をもつ生徒もいた。
・個別面談を適宜実施することにより、生活や進路に対する
アドバイスを実施することができた。また、保護者との面談を
実施し、家庭との連携を踏まえた生徒支援ができた。
【３年生】
　学級活動においては、学園祭や球技大会などクラス単位で
取り組む特別活動においては集団としてお互いに協力しな
がら取り組むことができた一方で、日常生活におけるクラス活
動においては、他人任せで主体的に取り組むことができてい
ない生徒も見られた。生徒への指導について、生徒面談や
保護者面談を通じて家庭とも連携しながら、学習面や進路
面、生活面などにおける働きかけは概ねできていたと感じら
れる。

商業

・効果的な検定補習・集中講座の検討と
実施

・松商だんだんフェスタ、未来創造プロ
ジェクト、課題研究など地域連携の活動
を展開する

【資格取得】
・生徒自身が資格取得に意欲的に取り組めたと評価して
いるが、合格率は年々低下している。生徒がより一層意
欲的に、自信をもって取り組めるよう指導力の向上が必
要である。
・全商検定１級３種目以上の取得者は４５名。３年生全体
の２５％にあたる。１級８種目１名、６種目５名、５種目が８
名、４種目が１１名、３種目が２０名であった。昨年度より
も３種目以上の取得者が微増となっている。また、８種目
以上取得者は３年ぶりとなった。
・日商簿記２級取得者が８名、基本情報が３名など、意
欲的に上級資格も取得した。
※令和８年１月２８日現在の人数であり、今後増加する
可能性が有る
【ビジネスマナー・松商だんだんフェスタ】
・ビジネスマナーでは、挨拶練習や礼の角度など、細か
なところの指導を実施することができた。またビジネスマ
ナーの時間に、だんだんフェスタの企画内容について
全校生徒、全教職員で情報共有を図ることができた。
・今年の松商だんだんフェスタでは、来場者数１万人、
お客様満足度100％の達成を目標に企画・運営を行っ
た。来場者数は9,701人、お客様満足度は99％と、目標
達成はできなかったが、来場者数は昨年度より739人増
加した。


